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東京消防庁管内では、日常生活でのケガなどにより、過

去５年間で１年当たり平均約１３万８千人が救急搬送され

ています。人口に対する高齢者割合が約２割

にもかかわらず、救急搬送人員に対する高齢

者割合が約６割となっています。

高齢者に特徴のある事故やその予防策を

知って、事故を未然に防ぎましょう。

生活を工夫し、健やかで

充実した日々を過ごすために！

高齢者の日常生活事故

全体の約６割が高齢者です

高齢者の救急搬送人員

高齢者の割合は高止まり傾向
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令和４年中は、ころぶ事故により約６万２千人の高齢者が救
急搬送されています。ころぶ事故は、高齢者の日常生活事故
のうち７割以上を占めています。
原因の多くは、家の中の小さな段差や階段などです。高

齢者は若い人と比べ、ころんだ際に重症化しやすく、寝た
きりになる場合もあります。

ころぶ事故が最多！

知って安心「ころぶ」事故

ころぶ事故の救急搬送人員と中等症※)以上の割合

２

事故の実態や傾向を知り、本人、家族、地域で

それぞれができる事故防止策を実施しましょう

※令和４年のデータを使用

入院が必要となる場合もあります

※)「中等症」等の症状程度については、目次の下の「参考」をご覧ください。
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※令和４年のデータを使用

「ころぶ」事故の程度別救急搬送人員

「ころぶ」事故の発生場所

※令和４年のデータを使用

事故の約６割が

自宅などの居住

場所で発生！

約４割もの方が入院が必要なケガ！
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「ころぶ」事故を防ぐ心得

◆個人に合った適度な運動を続け、体の機能の低下を防ぎ

ましょう。

◆浴室や脱衣所には、滑り止めマットを敷きましょう。

◆寝起きや夜間のトイレなどで、ベッドから起き上がると

きや体勢を変えるときは慎重にしましょう。

◆段差のあるところや階段、玄関には、手すりや滑り止 

めを設置しましょう。

◆電源コードが通り道にこないように、電気製品を置きま

しょう。

出典：消費者庁ウェブサイト (http://www.caa.go.jp/policies/

policy/consumer_safety/caution/caution_040

■着替え中に・・・

立ったままズボンをはき替えようとしたところ、バランス

を崩して転倒した。（７０歳代 中等症）

高齢者の日常生活事故防止動画はこちらからご覧になれます。
（東京消防庁公式チャンネルYouTube映像）

屋内編 屋外編

こんな事故が起きています！
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冬場に浴槽でおぼれる事故が多く発生しています

知って安心「おぼれる」事故

※令和４年のデータを使用

月別救急搬送人員

※令和４年のデータを使用

冬場に多い

令和４年中は、おぼれる事故により３９７人の高齢者が救急

搬送されており、ほとんどは浴槽で発生しています。

「おぼれる」事故の程度別救急搬送人員

約８割が生命の危険がある重症以上
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こんな事故が起きています！

■お風呂から出てこなくて・・・

３０分ほど経ってもお風呂から上がってこないため、家

族が様子を見に行くと浴槽内で水没していた。

（７０歳代 死亡 ）

◆飲酒後の入浴は控えましょう。

◆心筋梗塞、高血圧症、脳血管疾患などの持病のある

方は、注意して入浴しましょう。

◆体調不良時の入浴は避けましょう。

◆脱衣所、浴室内の適切な温度調節を行いましょう。

◆熱い湯、長風呂は危険が増しますので注意しましょ

う。

【出典】東京都監察医務院ホームページ

「おぼれる」事故を防ぐ心得

入浴時には家族に知らせ、

家族はこまめに声をかけま

しょう

■浴室から応答がなくなり・・・

入浴中に一度声をかけた際は返答があったが、再度声を

かけたところ応答がなく、様子を見に行くと浴槽内で水没

していた。（９０歳代 死亡）
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①胸の真ん中に両手を置く。

②約５cm沈むまで圧迫する。圧迫は

１分間に１００回から１２０回のテンポで。

③人工呼吸(※)は、胸の上りが見える程度の量

を約１秒かけて２回吹き込む。

④胸骨圧迫３０回と人工呼吸(※)２回を繰り返して

行う。

※人工呼吸のやり方に自信がない場合や、感染症等の理
由により人工呼吸を行うことにためらいがある場合に
は、胸骨圧迫だけを続けてください。 

反応がない！呼吸がない！ときは

もしものときの応急手当

【心肺蘇生】

胸骨圧迫３０回 人工呼吸２回
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窒息・誤飲は重症度が高い事故の１つです

知って安心「窒息・誤飲」事故

約３割が生命の危険が
高いとされる重症以上

「窒息・誤飲」原因上位10製品

程度別救急搬送人員

※令和４年のデータを使用

８

※令和４年のデータを使用

令和４年中は、食物など
をのどに詰まらせたり、薬
の包み紙などを誤って飲み
込んでしまうことにより、
１，６６８人の高齢者が救
急搬送されています。

食品や包み・袋など、
様々なものが原因となっています
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餅による窒息事故に注意！

平成３０年から令和４年までの間
に、餅（団子なども含む）による窒

息事故により、３７１人の高齢者が

救急搬送されています。

月別救急搬送人員

９

餅などは小さく切って食べやすい大き

さに。ゆっくりと噛んでから飲み込み

ましょう！

※平成３０年から令和４年までのデータを使用

１月に多く発生しています
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「窒息・誤飲」を防ぐ心得

◆食べる前に、お茶や汁物を飲んで喉を潤しておきま

しょう。

◆お餅は小さく切るなど、食べやすい大きさにしましょ

う。

◆急いで飲み込まず、ゆっくりと噛んでから飲み込みま

しょう。

◆いざという時に備え、応急手当の方法をよく理解して

おきましょう。

出典：東京都生活文化スポーツ局ホームページ

こんな事故が起きています！

１０

■団子を食べていたら・・・

家族と一緒に串団子を食べていたところ、喉に詰まらせ

て意識を失った。（７０歳代 重篤）

■肉を食べていたら・・・

飲食店で食事中に、肉片をのどに詰まらせて意識を失っ

た。（８０歳代 重篤）

■いつも飲んでいる薬で・・・

常用薬を服用したところ、むせこんでしまった。

（８０歳代 重篤）
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のどに物が詰まった！ときは

【チョークサイン】
窒息を起こし、呼吸ができなくなったことを他

の人に知らせる世界共通のサイン

■呼びかけに反応がある場合
咳をすることが可能であれば、できる限り咳をさせま

す。咳もできずに窒息していると思ったときは、背部叩

打法（はいぶこうだほう）を行いましょう。

【背部叩打法の実施手順】
①傷病者が立っている場合や座っている場合は、傷病者

の後方から、片手の手のひらの付け根で両側の肩甲骨

の間を数回以上強く叩きます。

傷病者が倒れている場合は、傷病者を手前に引き起こ

して横向きにし、自分の足で傷病者の胸を支えます。

②異物が取れるか、反応がなくなるまで続けます。 

呼びかけに反応がない場合は、ただちに心肺蘇生を

もしものときの応急手当
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熱中症は予防が大切です

知って安心「熱中症」

１２

※令和５年のデータを使用

発生場所別の熱中症による救急搬送人員

高齢者は「暑さ」や「のどの渇き」を感じに

くく、また、トイレが近くなるのを嫌がって

水分補給を控える場合もあります。

部屋の中でも熱中症になることを知り、

室温の管理や水分補給をしっかりと行い

ましょう！

住宅等居住場所が約５割

　令和５年６月から９月までに、熱中症（疑い含む。）によ

り３，６８８人の高齢者が救急搬送され、そのうちの約７割

が７５歳以上の後期高齢者です。また、救急搬送された高齢

者の方の約５割が入院が必要となる中等症以上です。
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「熱中症」を防ぐ心得

◆水分補給はこまめにしましょう。

◆エアコン・扇風機を上手に使用しましょう。

◆室内に温湿度計を置き、室温の目安を２８℃程度に保

ちましょう。

◆暑いときは無理をしないようにしましょう。

◆すだれやカーテンで直射日光を遮る、換気をして屋外

の涼しい空気を入れるなど、部屋に熱がこもらないよ

うにしましょう。

◆涼しい服装にしたり、外出時は日傘や帽子を利用しま

しょう。

【参考文献】 環境省熱中症環境保健マニュアル2022

１３

■室内で熱中症に・・・

自宅のエアコンが壊れたが放置していた。友人が訪問し

たところ部屋でぐったりとしている傷病者を発見した。

（８０歳代 中等症）

こんな事故が起きています！
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労働災害による高齢者の事故が多発しています

こんな事故も起きています「仕事中の事故」

１４

高齢者の仕事中の事故の発生状況

平成３０年から令和４年までの間に、仕事中の事故によ

り４，２５４人の高齢者が救急搬送されています。そのう

ち、約４割が入院が必要とされる中等症以上と診断されて

います。

こんな事故が起きています！

■高所での作業中に・・・

足場に敷いた板に乗って作業をしていたところ、板がず

れてしまい４ｍの高さから墜落した。（６０歳代 重症）

■旋盤機で・・・

作業所で旋盤機に手袋が引き込まれ、そのまま手が引き

込まれて指を切断した。（８０歳代 重症）
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エスカレーター利用中の

事故が多く発生しています！

※令和４年のデータを使用

１５

こんな事故も起きています「エスカレーターでの事故」

発生要因別救急搬送人員

令和４年中は、エスカレーターでの事故により８５８人の

高齢者が救急搬送されています。

「ころぶ」「落ちる」事故が９割以上を占めています。

「エスカレーターでの事故」を防ぐ心得

◆カート、車椅子などはエスカレーターに乗せないで

ください。

◆移動手すりにつかまって乗車してください。

◆衣類のすそなどがエスカレーターに巻き込まれない

よう注意してください。

出典：一般社団法人日本エレベーター協会
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こんな事故も起きています「ベッドに係る事故」

家具の中でも、ベッドに関係する事故は
多く発生しています！

令和４年中に、ベッドからの転落などにより１，９８４人

の高齢者が救急搬送されています。※事故種別「その他」「不明」を除く

「落ちる」「ころぶ」事故が大半ですが、ベッドに取り付

けた柵・手すりの隙間にはさまれる事故も発生しています。

また、５割以上が中等症以上となっています。

事故種別ごとの救急搬送人員 程度別救急搬送人員

「ベッドに係る事故」を防ぐ心得

◆ベッドを壁に面するように配置し片方からの転落リス

クをなくしましょう。

◆万が一、転落しても衝撃が緩和できるよう低床のベッ

ドに変更しましょう。

◆ベッドガードと呼ばれる柵を利用しましょう。そ

の際には柵やベッドの隙間に首や体の一部が挟ま

らないように注意しましょう。

出典：政府広報オンライン（https://www.gov online.go.

jp/useful/article/202106/2.html)

１６16



住宅用火災警報器を「設置」「維持」していくことは

あなたの命と財産を守るための大切な義務です

■ご相談・お問合せはお気軽に最寄りの消防署へ■

１７

◆住宅用火災警報器は火災予防条例により、全ての住宅※

に設置・維持が義務付けられています。

◆10年を目安に本体を丸ごと交換、安全安心な家づくりを！
※共同住宅等で自動火災報知設備等が設置されている建物には設置義務はありません。

を目安に本体交換をしましょう！

設置から10年が経過し

た警報器は、そろそろ

電池切れや機器の故障

が心配なころ・・・
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STOP！高齢者の事故

令和６年９月

編集・発行 東京消防庁防災部防災安全課

東京都千代田区大手町一丁目３番５号

電話 ０３（３２１２）２１１１

東京消防庁からのご案内

東京消防庁ホームページ・公式アプリ

東京消防庁ホームページ

https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp

東京消防庁

公式アプリ

池袋防災館  03 3590 6565

本所防災館  03 3621 0119

立川防災館  042 521 1119

東京消防庁都民防災教育センター（防災館）

地震や火災など、
いざというときの
行動や心構えを学
べます！


